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内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

・Bacillus 属等の液体培養液にリン酸等の試薬を添加することで、PGA 誘導体を生産する

技術 

・分子量の大きさに関係なく、PGA の持つ粘度や溶解性特性の制御が可能な新規技術 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

【従来技術】⇒PGA 精製後の誘導体生成（化学修飾）、有機溶媒等を用いた精製

工程が必要 

【開発技術】⇒微生物培養液中で PGA 誘導体を生成。微生物の培養液から PGA

誘導体を回収できるため、目的成分の回収が容易 

本技術の 

有用性 

・機能性向上による新規市場への参入（粘度、溶解性） 

・既存 PGA と比べて荷電チャージが多く、素材吸着能が格段に高い。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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図1 温度が及ぼす溶液の粘度への影響（１ｗｔ％）
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適用可能製品 
・食品分野（食品添加物・健康食品） ・化粧品分野（スキンケア・ボディケア・ヘルスケ

ア用品） ・医療分野（薬品・医療器材） ・環境分野（有害物質除去・生分解性包装材料） 

技術 

シーズ 
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【図：粘度測定の一例】 

未修飾 PGA では、温度に依り粘度が

変化するが、PGA リン酸化誘導体は、

常に低粘度で温度の影響を受けない。 


